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長
い
日
本
滞
在
を
終
え
、
カ
ノ
ア
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
滞

在
中
多
く
の
方
か
ら
「
大
丈
夫
?
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
優
し
さ
に
、
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
日
本
帰
国
前
に
出
し
た
号
外
で
、「
そ
の
反
面
、
私
自
身
は
精

神
的
に
か
な
り
疲
れ
て
き
て
お
り
、
昨
年
末
に
は
カ
ノ
ア
を
離
れ
た
い

と
い
う
願
望
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」
と
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
皆
さ
ん
が
受
け
止
め
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、「
一
人
で
は
な
い
。
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
。」
と
、
強
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
光
の
子
ど
も
た
ち
の
会
」
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
今
ま

で
現
地
の
活
動
を
安
定
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
し
た
が
、

今
後
は
カ
ノ
ア
の
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
忙
し
い
中
で
も
活
動
に
携
わ
っ

て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
ん
な
と
一
緒
に
、
日
本
の
N
G
O
と

し
て
の
組
織
強
化
を
念
頭
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
特
技
を
い
か
し
、
日
本
国
内

や
現
地
の
活
動
を
支
え
つ
つ
、
さ
ら
に
は
事
業
を
一
緒
に
担
っ
て
い
く

こ
と
も
で
き
る
。
そ
ん
な
人
材
の
育
成
や
、
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
の
皆
様

と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
「
光
の
子
ど
も
た
ち
の
会
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
日
、「X

IV
 R

egata de Jangada do Estevão
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
に
は
、「
伝
統
文
化
の

伝
承
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
主
に
は
「
ラ
ビ
リ
ン
ト
」
と
い
う
刺

繍
（
皆
様
は
物
品
販
売
な
ど
で
お
目
に
か
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）
の
製
作
・
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
は
漁
村
。
や

は
り
「Jangada

（
ジ
ャ
ン
ガ
ー
ダ
）」
と
い
う
漁
船
（
帆
船
）
も
こ
の

村
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
、

漁
師
の
た
め
の
、
漁
師
に
よ
る
お
祭
り
で
あ
る
「R

egata

」
は
、
僅
か

な
サ
ポ
ー
ト
し
か
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
が
応

援
し
て
い
き
た
い
村
の
伝
統
文
化
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
今
回
も
帆
の

提
供
を
し
、
そ
の
船
が
（
実
は
私
の
娘
た
ち
の
船
で
「
ポ
ニ
ョ
号
」
と

い
う
の
で
す
が
）
八
年
連
続
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
!!

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
。
こ
の
村
と
一
緒
に
、
住
民
た
ち
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
告
知
　

（
仮
）
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
を
聴
い
て
歌
っ
て
踊
ろ
う

「
光
の
子
ど
も
た
ち
の
会
」
日
本
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
企
画
・
主
催
で
、

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
有
名
な
あ
の
曲
を
歌
え
る
よ
う
に
な

り
ま
せ
ん
か
?
食
べ
て
歌
っ
て
、
飲
ん
で
踊
れ
る
、
そ
ん
な
楽
し
い

一
日
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時 

十
一
月
二
十
日
（
日
）
時
間
未
定
（
夕
方
）

場
所 

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
ラ
イ
ブ
バ
ー

 

「
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
」

 

横
浜
市
中
区
住
吉
町3-28 

新
井
ビ
ル1F

参
加
費 

四
千
〜
五
千
円

 

（
シ
ュ
ハ
ス
コ
＆
飲
み
放
題
付
き
、
カ
ノ
ア
へ
の
寄
付
金
込
）

参
加
申
し
込
み 

nqa31786@
nifty.com

（
担
当
：
川
原
翼
）

予
告
　
カ
ノ
ア
大
同
窓
会

カ
ノ
ア
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
全
員
集
合
！

カ
ノ
ア
の
思
い
出
を
み
ん
な
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
程 

平
成
二
十
四
年
一
月
頃

場
所 

未
定

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室

以
前
も
講
師
を
務
め
て
下
さ
っ
た
、
フ
ァ
ビ
ア
ー
ナ
さ
ん
に

家
庭
で
で
き
る
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

日
程 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
ま
た
は
平
成
二
十
四
年
一
月
以
降

場
所 

未
定
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今
年
も
第
六
回
目
と
な
る
ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
代
々
木
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
東
電
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
る
節
電
対

策
で
、
木
・
金
が
休
業
、
土
・
日
に
就
労
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
い
る
と
の
配
慮
が
あ
り
、

例
年
よ
り
も
一
日
多
い
九
月
二
日
（
金
）
三
日

（
土
）
四
日
（
日
）
の
三
日
間
で
予
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
大
型
台
風
の
接
近
を
心
配
し
二
日
（
金
）

は
中
止
に
。
週
末
は
時
折
風
が
吹
き
雨
が
パ
ラ

つ
い
た
も
の
の
概
ね
晴
天
で
、
大
勢
の
ブ
ラ
ジ

ル
人
、
日
本
人
で
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
達
はD

eus eh B
rasileiro

と
言
っ
た
と
か
…
。（
名
古
屋
で
も
同
様
の
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
の
影

響
が
強
く
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。）

　

主
催
は
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
商
業
会
議
所
で
、
大

使
館
を
は
じ
め
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
や
T
V
、
航
空

会
社
な
ど
の
企
業
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
ま
す
。

T
A
M
が
バ
ッ
チ
や
絵
葉
書
を
配
れ
ば
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
便
を
始
め
た
ト
ル
コ
航
空
は
な
ん
と
エ

ア
チ
ケ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
抽
選
で
各
日
一

名
）。
東
日
本
大
地
震
の
被
災
地
へ
の
支
援
を
行

う
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
N
P
O
の
ブ
ー
ス
で
は
活

動
の
様
子
を
写
真
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
製
の
ビ
キ
ニ

や
サ
ン
ダ
ル
、
C
D
・
D
V
D
に
お
菓
子
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
セ
ー
ル
中
。
そ
し
て
お
目
当
て
の

飲
食
ブ
ー
ス
、
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
ん
な
感
じ
…
お

祭
り
に
つ
き
も
の
の
エ
ス
ペ
チ
ー
ニ
ョ
、
パ
ス

テ
ル
、
コ
シ
ー
ニ
ャ
e
t
c
、
し
っ
か
り
食
べ

た
い
人
向
け
に
は
シ
ュ
ハ
ス
コ
、
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
ー
ダ
に
ム
ケ
ッ
カ
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
ア
サ
イ

ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
一　
　
藤
本
く
み

や
マ
ン
ゴ
ー
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
!!
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
ピ
ラ
ル

ク
の
ム
ケ
ッ
カ
や
パ
ラ
地
方
料
理
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ

も
魅
力
的
!
目
移
り
し
て
ウ
ロ
ウ
ロ
歩
い
て
い
る
と
、
何
人
も

の
友
人
知
人
と
す
れ
違
い
ま
す
。
再
会
を
喜
び
近
況
報
告
を

交
わ
す
の
も
、
こ
の
日
の
楽
し
み
。
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
持
っ

て
遠
方
か
ら
や
っ
て
く
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

Japonesa

を
ナ
ン
パ
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん

も
。
会
場
内
で
は
あ
ち
こ
ち
で
カ
ポ
エ
ィ
ラ
や
サ
ン
バ
の
輪
が

見
ら
れ
、
踊
る
人
、
叩
く
人
、
歌
う
人
、
見
物
の
人
人
人
…
。
皆
、

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒
例
の
ミ
ス
・
コ
ン
の
他
、
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
招
聘
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
場
。
今
年
の
メ
イ
ン
・

ア
ク
ト
（
三
日
）
は
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ブ
ラ
ガ
＆
オ
ウ
ム
の
ロ

ウ
ロ
・
ジ
ョ
ゼ
、
そ
し
て
ポ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ブ
リ
ッ
ツ

で
し
た
。
陽
が
傾
く
に
つ
れ
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
ど
ん
ど
ん
人
が

集
ま
り
始
め
、
夕
方
五
時
に
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
ブ
ラ
ガ
が
登
場

す
る
と
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
!
さ
す
が
の
貫
禄
で
し
た
。

こ
の
時
、
恐
ら
く
ブ
ラ
ジ
ル
人
率
95
％
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
80
年
代
か
ら
活
躍
す
る
ブ
リ
ッ
ツ
も
幅
広

い
年
代
に
人
気
で
、
普
段
ブ
ラ
ジ
ル
の
ポ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
は
聴
か

な
い
は
ず
の
日
本
人
の
友
人
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
九
月
七
日
の
独
立
記
念
日

を
祝
う
た
め
に
始
ま
っ
た
も
の
な
の
で
、
例
年
九
月
の
第
一

週
目
の
週
末
に
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
来
年
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
!

＊
実
は
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
く
み
さ
ん
の
ご

主
人
で
西
荻
窪A

parecida

店
主
のW

ILLIE
 W

H
O

P
P

E
R

さ
ん
が
、「
第
一
回
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

プ
レ
ス
・
ア
ワ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
音
楽
部
門
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
!!
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

盛り上がる屋外ステージブラジル料理の店が立ち並ぶ
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物品販売の一部を義援金として
被災地に寄付しました

2011年 3月 11日に起こった「東北地方太平洋沖地震」では、多

くの方が亡くなり、被災されました。亡くなられた方々のご冥福

をお祈りするとともに、私たちに一体何ができるだろうか。それ

を考え続けていました。そこで、わずかではありますが、現地で

製作している物品の日本での売上の 10％を義援金として寄付させ

ていただくことにしました。私たちの団体設立時の大きなスロー

ガンは「子どもが子どもらしく、幸せな子ども時代を過ごすため

には ?」でした。そのため、今回も被災地の子ども達を応援する

ことを目的とし、下記の団体に寄付させていただきました。

子ども環境学会   2,500円

エデュカーレ義援金ポスト 2,030円

音楽プロジェクト：

MUSIC FOR CANOA!!

前回のお便りで「音楽プロジェクトへの寄付」及び、「いらなく

なった楽器の募集」を行いました。事務局に届きましたリコーダー

等は無事にカノアに届けられ、音楽の授業で使用しています。み

なさまからの温かいご支援、本当にありがとうございました。ま

た、2011年 8月 27日まで活動していたドイツ人ボランティアの

Angelikaを通して、ドイツから楽器の支援をいただくことができ

ました。新たにプロジェクトに届けられた 9つの楽器（トランペッ

ト、サックス、クラリネット、フルート、リコーダー、ギター等）

は大切に使用されています。これからも皆様のご支援・ご協力の程、

よろしくお願い致します。

ベビーキルトの会との活動協力

ABCキルト “Aids or/At-risk Baby Crib Quilt”という、1988年

アメリカから始まったこの活動があります。この活動は、エイズ

や麻薬の影響を受けた小さな子ども達を思い、世界にはリスクを

背負って生まれてきた大勢の赤ちゃんを支えるために続けられて

きました。残念ながらこの活動は終止符が打たれ、その後、こう

した問題だけではなく、様々な事情で母子ともに勇気や力を必要

としている人達に「ベビーキルト」を送ろうと、趣旨を少し変え

て活動を継続している団体が日本国内にいくつも存在しています。

そんな中、現在「光の子どもたちの会」の理事でもある、助産師

の小林美香さんが続けられてきていたブラジルに送るキルトの活

動を、私たちが引き継ぐこととなりました。私が日本滞在中には

ベビーキルトかわさき、ベビーキルト野の会、ベビーキルトなの

はな、上村春子さんにお会いし、カノアの現状についての報告と、

今までキルトを渡した子どもたちの紹介をさせていただきました。

そして、今後どのように、誰を対象にお渡ししていくのがいいの

かを皆さんの意見を聞き、これからの活動を一緒に行なっていく

ことを承諾していただきました。上記に挙げた団体の他、エイト

ポイントスターを含めた４団体と上村さんが作成されたキルトを

カノアを中心として、届けていきたいと思っています。本当に素

敵で、温もりのあるキルト。このキルトを受け取ることで、一人

でも多くの母親、子どもが勇気や力をもらい、元気に育っていっ

てくれることを願っています。

＊ベビーキルトの会にご興味のある方は日本事務局までご連絡い

ただけますよう、お願い致します。

カノアの子どもたちの絵展示会

『ブラジル東北部の小さな漁村「エステーヴァン村」から日本へ』

と題して、2011年 7月 13日～ 8月 5日まで、JICA横浜ギャラ

リー 2Fにおいて、展示会が開催されました。この展示会は、「ブ

ラジルという地球の反対側に住む子どもたちですが、今回の震災

を知り、子どもたちから、“何もできないが、せめて元気と笑顔を

届けたい”との願いを受け、私たちに託してくれた絵。その絵とメッ

セージを一人でも多くの方々に伝え、元気と笑顔を日本中に届け

ること」を目的として行われました。このために団体のポスター

を制作したのですが、このポスターも好評だったようです。忙し

い中作成に携わってくれた橋口博幸くん、本当にありがとうござ

いました !!そして、「一つ一つの絵に関して丁寧にチャプターで

説明があったので、子どもたちをより近くに感じることができた」

などの感想も寄せられました。今後もこうした展示会を積極的に

開催していきたいと思っていますので、展示会に行かれたみなさ

まからの感想や、ご意見、アイデアなどありましたら日本事務局

までよろしくお願いします。
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味の素およびかながわ国際交流財団の
支援によるプロジェクト

味の素「食と健康」　国際協力支援プログラムより、『園庭菜園及

び地域で入手可能な食材を利用した子どものための栄養給食プロ

グラム』として 2009年 4月 1日より実施していたプロジェクト

ですが、2011年 3月 31日をもって、無事終了しました。2011

年 2月 16～ 18日には味の素本社並びにブラジル・味の素より２

名をお迎えし、プロジェクト対象者や協力者との面談を行いまし

た。2年というのは長いようで短く、その中で十分な成果を残す

ことは難しいといえます。それでも、面談の中で保護者のみなさ

まからいただいた言葉、その子どもの様子を涙ながらに話し、感

謝の言葉をかけられたとき、本当に今回のプロジェクトを実施で

きてよかったと心から嬉しく思いました。現在、味の素本社並び

にブラジル・味の素から受けた意見やアイデアを受け、新たなプ

ロジェクトを立案しています。この新しいプロジェクトも実施す

ることができるよう、助成が決定するよう、どうか応援していて

ください。

かながわ国際協力財団より、『ブラジル東北部の貧しい漁村におけ

る、地域住民への教育支援プロジェクト』として 2010年 4月 1

日より実施していた事業ですが、2011年 3月 31日を持って無事

終了いたしました。私たちは幼児教育を中心とした活動を実施し

慶応大学医学部国際医学研究会（IMA）

四回目になりますが、『慶応大学医学部国際医学研究会（IMA）』

を現地にお迎えし、今回は “Pedregal (ペドレガウ )”地区を対象

とした「学校児童に対する健康診断、ギョウチュウ検査及びその

保護者を対象としたシャーガス病及び血糖値の検査」を実施しま

した。アラカチ市保健局との調整が直前までつかず、教育局（対

象地域の公立学校の教職員を含め）とアラカチ市内の私立大学

“FVJ”の看護学部の全面協力を経て、設備、機材や備品だけでは

なく、学生 5名も参加して実施されました。ペドレガウ地区はア

ラカチ市内で『忘れられている地域』と言われている場所であり、

現在空港の建設や新興住宅地の建設ラッシュが続く中、川沿いの

貧しい地域はそのまま残されて誰も目を向けないという状況があ

ります。今回活動を行なった公立学校の 90％以上は生活保護を受

けている家庭であり、アラカチ市内のすべてのゴミを一気に引き

受けているゴミ置き場がある地域という大きな問題もあります。

このゴミ置き場の見学もしたのですが、学校にもいかず、幼い子

どもを連れた母親までもがゴミ収集車が来るとその後ろを追いか

け、ゴミをあさる様子は言葉に表すことのできないものがありま

した。このような地域で行われた活動ですが、学校の教職員をは

じめ、私たちみんなを温かく迎え入れてくれ、本当に充実した活

動を行うことができました。今回の活動の中で一つ気になったの

が、以前カノアで行われたギョウチュウ検査では 100％陽性だっ

たのですが、衛生状況なども含めてカノアよりも劣悪な環境下で

暮らしているにもかかわらず、50人以上（正確な数字はまだ出て

いない）の中からたった９人だけが陽性だったという事実です。

これについては引き続き検証していく必要があると感じています。

今後もアラカチ市保健局及び教育局をはじめ、FVJの看護学部が

引き続き現地での活動を行ってもらえることを期待しています。

ていますが、初めての卒園児が今、15歳となっている中、次第に

幼児教育から青少年までのアプローチが重要であると感じ始めて

います。しかし、長期的なケアには経済的な負担が大きく、また、

人材の確保が十分に行えていない現状を省みると、すでに行われ

ている既存の保育園及び学童教室を基盤としていくことが必要不

可欠であると感じています。子どもの環境を取り巻く状況は年々

変化しており、保育園だけでなく、家族も含めた「子育て支援」

事業が今後は必要となってくるでしょう。そのための第一歩とし

て、今回のプロジェクトにおいて保育園及び学童教室に通う子ど

もたちを持つ家庭向けの講座を実施できたことは、地域にとって

も大きな一歩を踏み出すきっかけになったと感じることができま

した。

そして、2011年 10月 1日より、『ブラジル東北部の貧しい漁村

における、青少年を含めた地域住民への地域子育て事業』が開

始されます。前回行われたプロジェクトを生かし、2012年 9月

30日まで実施していく予定です。“KIF　NEWS　９月号”にも

これから実施されるプロジェクトが紹介されました。これからも

Canoaだよりを通じてプロジェクトの実施状況をお知らせしてい

く予定ですので、どうぞよろしくお願い致します。
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現
在
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
己
紹
介

真
野 

由
紀　

J
I
C
A
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

七
月
よ
り
J
I
C
A
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
ち
ら
に
赴

任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
の
任
期
は
二
年
間
で
、
光
の
子
ど

も
た
ち
の
会
に
と
っ
て
初
め
て
の
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中

で
活
動
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
来

て
大
変
驚
い
た
こ
と
は
、
女
子
も
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
で
、
男
子

に
混
ざ
り
対
等
に
戦
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
子

ど
も
た
ち
に
敵
い
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
に
少
し
で
も
興
味
の
幅
を

広
げ
て
も
ら
い
、
人
と
し
て
心
豊
か
な
大
人
に
成
長
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

子
育
て
日
記
よ
り

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
で
、
つ
い
先
日

ま
で
、「
マ
マ
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
と
寝
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
子
ど
も
達
が
、「
自
分
た
ち
の
部
屋

で
寝
る
か
ら
」
と
い
っ
て
、
二
人
で
子
ど
も
部

屋
で
寝
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長
女
は
小
学

校
に
入
っ
て
や
っ
と
、
私
た
ち
と
離
れ
て
寝
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が

い
る
と
い
う
の
は
心
強
い
も
の
な
の
か
、
次
女

は
日
本
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
す
ぐ
に
、「
も
う
三

歳
だ
か
ら
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
寝
る
ね
」
と
言
っ

て
、
二
人
で
寝
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
人

の
寝
顔
を
見
る
た
め
に
部
屋
を
訪
れ
る
と
、
嬉

し
い
の
と
同
時
に
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
気
持
ち

が
す
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?
そ
れ
で
も
、

二
人
の
寝
顔
を
見
て
い
る
と
心
か
ら
幸
せ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

根
村 

俊
哉　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

五
月
の
下
旬
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
根
村
俊
哉
で

す
。
僕
は
日
本
で
千
葉
県
に
あ
る
神
田
外
語
大
学
で
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
専
攻
し
て
お
り
、
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
も
勉
強
し

て
い
ま
し
た
。
今
、
僕
は
こ
こ
で
平
日
の
午
前
中
、
子
ど
も
た

ち
の
お
世
話
を
し
、
そ
の
中
で
週
に
一
度
ず
つ
、
習
字
と
英
語

の
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
は
週
に
二
度
の
日
本
語

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
年
末
ま
で
あ
と
少
し
の
滞
在
期
間
で

す
が
、よ
り
多
く
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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私
の
家
族
、
友
人
に
、
こ
の
一
年
間
の
私
の

活
動
を
ど
う
話
す
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た

ち
に
行
っ
た
活
動
の
こ
と
、
村
の
住
民
と
の
こ

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
の
食

べ
物
の
こ
と
…
?
こ
の
エ
ス
テ
ヴ
ァ
ン
村
で
の

活
動
を
伝
え
ら
れ
る
言
葉
が
果
た
し
て
見
つ
か

る
で
し
ょ
う
か
。

（
中
略
）

　

こ
の
一
年
間
、
私
は
い
つ
も
裸
足
で
過
ご
し
、

風
邪
を
引
く
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
世
界
で

一
番
美
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
八
月
に
こ
の
村
に
来
ま
し
た
が
、
九
月
に

入
り
、
エ
リ
ア
ー
ナ
と
パ
ト
リ
シ
ア
の
保
育
園

の
ク
ラ
ス
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
最
後
ま
で
、
こ
の
ク
ラ
ス

で
過
ご
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
私
が
こ

こ
に
ず
っ
と
い
た
か
の
よ
う
に
自
然
に
迎
え
て

く
れ
、
と
て
も
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
驚
き
で
も
あ
り
ま

し
た
。
い
つ
も
友
人
の
家
に
行
く
途
中
、
子
ど

も
た
ち
は
「
チ
ア
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
!
チ
ア
、

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
!
」
と
呼
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。

私
は
こ
の
村
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
怪
し

い
人
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
心
か
ら
受
け

入
れ
て
く
れ
た
一
人
の
人
間
な
ん
だ
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
活
動
す
る
こ
と
は
好

き
で
し
た
が
、
時
々
彼
ら
の
家
庭
で
の
生
活
を

思
う
と
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
時
間
が
空

い
て
い
る
と
き
に
、
エ
ス
テ
ー
ヴ
ァ
ン
村
の
若

者
た
ち
に
ド
イ
ツ
語
と
英
語
を
週
に
二
回
ず
つ

教
え
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
と
て
も
う
ま
く
い

き
、
彼
ら
は
外
国
語
を
覚
え
る
こ
と
に
強
く
興

味
を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
活
動
の

終
わ
り
の
頃
に
は
、
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、　

私
が
彼
ら
を
呼
び
に
行
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

六
ヶ
月
後
、
人
と
話
し
た
り
本
で
勉
強
し
た
り

し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
為
、
一
月
か
ら
フ
ラ
ビ
ア
ー
ニ

の
学
童
教
室
に
入
り
、
月
曜
日
に
リ
コ
ー
ダ
ー
、

火
曜
日
に
英
語
を
教
え
始
め
ま
し
た
。
同
時
に
、

マ
ル
シ
ア
ー
ノ
の
学
童
教
室
で
も
、
火
曜
日
に

英
語
を
教
え
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
行
う
授

業
は
、
私
の
授
業
で
あ
り
、
私
の
ア
イ
デ
ィ
ア

で
実
践
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
、
た
く
さ
ん
遊
び
や
歌
、

絵
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
覚
え
る
の
に
と
て
も
良
い
年
齢
で
、

英
語
の
授
業
で
は
、
英
語
を
話
す
こ
と
に
恥
ず

か
し
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら

は
私
と
の
勉
強
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

次
第
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
え
方
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
、
授
業
の
前
に
、
何
を
ど
う
教

え
る
の
か
、
授
業
を
ど
う
始
め
て
ど
う
終
わ
る

の
か
を
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
先
生
が
準
備
不
足
だ
と
、
す
ぐ
に

気
付
い
て
し
ま
う
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
こ
の
先
生
た
ち
は
み
ん
な
良
い
人
達
で
、
彼

ら
と
仕
事
を
す
る
こ
と
も
と
て
も
好
き
で
し
た
。

異
な
る
人
が
集
ま
っ
て
一
緒
に
活
動
を
す
る
と

一
年
間
の
活
動
を
終
え
て
（
活
動
報
告
よ
り
一
部
抜
粋
）　
　

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
フ
レ
イ
タ
グ
（
ド
イ
ツ
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
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い
う
こ
と
は
様
々
な
頭
（
知
識
）、
ア
イ
デ
ィ
ア
、

ス
キ
ル
を
共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
活
動
を
よ
り
良
い
も
の
に
導
い
て
く
れ

ま
す
。
先
生
と
い
う
職
業
は
、か
な
り
の
忍
耐
力
、

ア
イ
デ
ィ
ア
、
創
造
力
と
体
力
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
い
つ
も
ジ
ー
ヴ
ァ
（
村
の
友
人
）
と
英

語
の
言
葉
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
ど
う
す
れ
ば
私
た
ち
二
人
の
英
語
力
が

も
っ
と
上
手
く
な
る
か
を
た
く
さ
ん
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
彼
女
と
一
緒
に
観
光
地
で
あ
る

カ
ノ
ア
や
エ
ス
テ
ー
ヴ
ァ
ン
村
の
人
達
に
、
自

分
た
ち
の
英
語
教
室
に
参
加
し
な
い
か
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
週
に
二
回
、
青
少

年
と
大
人
を
対
象
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
主
に
エ
ス
テ
ー
ヴ
ァ
ン
村
の
住
民
向
け

に
授
業
を
始
め
た
の
で
す
が
、
生
徒
の
大
多
数

が
カ
ノ
ア
の
住
民
だ
っ
た
の
で
、
残
念
に
思
い

ま
し
た
。
ま
た
当
初
、
生
徒
は
二
十
人
以
上
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
動
の
終
わ
り
の
頃
に
は

九
人
に
減
っ
て
し
ま
い
、残
念
で
し
た
。
し
か
し
、

英
語
を
教
え
る
こ
と
と
、
英
語
を
話
す
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
で
す
。「
み
な
さ
ん
は
、
観
光
客
や
外
国
人
が

多
い
場
所
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
英
語
を

覚
え
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
も
あ
り
ま
す
し
ね
。」
と
。

　

ジ
ー
ヴ
ァ
と
一
緒
に
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な

事
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
エ
ス
テ
ー
ヴ
ァ

ン
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る

青
年
グ
ル
ー
プ
の
活
動
費
を
稼
ぐ
た
め
、
ビ
ン

ゴ
を
何
度
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
料
理
も
た

く
さ
ん
作
っ
て
販
売
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
稼
い
だ
資
金
で
村
の
青
年
た
ち
と
、
母
の
日

の
お
祭
り
を
主
催
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
精
一

杯
頑
張
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
青
年
グ
ル
ー

プ
と
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
だ

力
不
足
で
し
た
。

　

私
は
音
楽
バ
ン
ド
に
加
わ
り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
私
が
過
ご
し
た
こ
の

一
年
間
で
、
バ
ン
ド
は
新
し
い
先
生
、
ア
ト
ゥ
ー

を
迎
え
、
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
も
っ

と
多
く
の
人
が
参
加
し
楽
器
を
吹
い
て
い
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
メ
ン
バ
ー
が
減
っ
て

い
ま
し
た
。
最
初
に
楽
器
の
吹
き
方
と
音
楽
の

理
論
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
大
変

だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
現
在
で
は
、
エ
ス
テ
ー

ヴ
ァ
ン
村
や
カ
ノ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
演
奏
が
で

き
る
よ
う
に
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「M
usic for C

anoa

」
と
い
う
バ
ン
ド
名
入
り

の
T
シ
ャ
ツ
も
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
の
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ド

イ
ツ
で
不
要
な
楽
器
を
一
般
に
募
り
こ
の
バ
ン

ド
に
寄
贈
す
る
活
動
）
も
成
功
し
ま
し
た
。
今

で
は
以
前
よ
り
も
良
い
楽
器
が
た
く
さ
ん
揃
っ

て
い
て
、
今
後
バ
ン
ド
が
更
に
前
進
す
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
毎
週
金
曜
日
と
土
曜
日

に
み
ん
な
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
た
り
、
メ

ン
バ
ー
を
手
伝
っ
た
り
す
る
事
が
本
当
に
好
き

で
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
が
こ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
事
で
す
。
エ
ス

テ
ー
ヴ
ァ
ン
村
は
私
の
新
し
い
祖
国
で
す
。
み
な

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

追
記

　

こ
の
村
で
大
の
人
気
者
だ
っ
た
ア
ン
ジ
ェ
リ

カ
。
こ
こ
の
住
民
同
様
に
こ
こ
の
豊
か
な
自
然

を
愛
し
、
村
の
事
を
思
い
、
村
の
住
民
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
と
な

り
ま
し
た
。

　

教
室
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
積
極

的
に
授
業
を
行
い
、
音
楽
活
動
に
励
み
、
新
し

い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
彼
女
の
貢
献
は
大

変
大
き
い
も
の
で
し
た
。
帰
国
し
た
ド
イ
ツ
で
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
ま
で
以
上
に
豊
か
な

人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
み
ん
な

で
願
っ
て
い
ま
す
。

（
翻
訳
・
追
記
：
真
野
由
紀
）
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ありがとうございます !!!

平成 22年 11月 12日～平成 23年 9月 6日現在まで

に会費及び寄付を頂きました皆さま及び物資支援を頂

きました皆さまのお名前を下記に記載いたしました。こ

の場をお借りして、心より御礼申し上げます。本当にあ

りがとうございました。これからも一人でも多くの方に会

員になって頂き、カノアの活動を共に支えていっていた

だけると嬉しいです。目標会員 100名 !!

＊会費及び寄付を頂きました皆様（以下順不同）

安孫子季久代さま / 太田朋子さま / 大谷タカコさま / 大塚崇

志・晶さま / 大場富美香さま / 小川千鶴子さま / 梶沼大さま / 

金本りせ子さま / 川田真弓さま / 神田昌実さま / 桑山寛子さま 

/ 合志茜さま / 小林美香さま / 諏訪田あつ子さま / 高橋友子さ

ま / 高橋美智さま / 藤本くみさま / 堀池眞輔さま / 堀池ミツ子

さま / 松丸綾乃さま / 横浜シュタイナー子どもの園を育てる

会さま / 吉田可南子さま / 義村翼さま / 和井田なみさま 

＊物資支援を頂きました皆様（以下順不同）

桑山寛子さま / 谷村祥子さま / 横浜市立栗田谷中学校の皆

さま / Maresia

ボランティアの皆さん、どうもありがとうございました !!
（以下 2011年 3月より現在まで）

2010/8/30 - 2011/8/27 Angelika Fraytag  ドイツ人、保育園助手、音楽プロジェクトサポート

2011/5/24 - 現在  根村俊哉  学童教室助手、英語教室、日本文化教室実施

2011/7/22 - 2011/8/23 Paul David Heckhaudrn ドイツ人、音楽プロジェクトサポート

2011/7/26 - 現在  真野由紀  JICA日系青年ボランティア、保育園助手、日本文化教室実施他

雑誌　めたもるふぉーぜ

カノアでの活動や生活を通して、皆さんと共に学びあうことができるのではない

だろうか ? そんな思いから、現在雑誌「めたもるふぉーぜ」にカノアの活動のこと、

日常生活で感じたことなどを連載しています。ご興味のある方はぜひご覧下さい。

〒520-2271　滋賀県大津市稲津 2-15-6（黒川方）

tel / fax : 077-546-4147

e-mail : metamor4se@yahoo.co.jp

http://www.geocities.jp/metamoru4se/

会員募集

「光の子どもたちの会」では、会員、協力会員を募集しています。 支える会では「手

工芸品の販売」「講演会」などにより多少の収入がありますが、充分な額ではあ

りません。会の運営は全てボランティアにより運営されています。1人でも多くの

方々に会員、協力会員になっていただき、この会を支えていただきたいのです。

頂きました会員費、協力会員費及び寄附などは、支える会の活動費、運営費と

なります。会員の方々には年 2回の会報、講演会や、イベントなどのお知らせを、

ブラジル事務局よりお送りいたします。

　一般会員：年会費 5,000円

　協力会員：年会費 1口 36,000円以上任意額

　*随時寄付やカンパも受け付けております。

　*たったの 100円でお米１ｋｇを買うことができ、子ども一人当たりの保育

　  料に毎月3,000円が掛かっています。（活動はすべて無償で行われています）

■ 郵便振替

口座番号 : 00280-1-41787

加入者名：光の子どもたちーカノアの活動を支える会

■ ブラジル銀行 (Banco do Brasil) 口座   

Agencia 0121-x

Conta Corrente 26357-5

Associacao Criancas de LUZ

「学資支援」のお願い

ブラジルでは現在、「子どもと直接かかわる

職業の人はすべて、大学の教育学部に

通学もしくは卒業していること」ということで、

私たちの現地スタッフの内 2名

（フラビアーニとパトリッシア）が

見事市内の大学の教育学部に合格し、

この 2月より通学しています。

　*私立のため一人当たり：

  　授業料（月謝）+交通費 +教材費＝約 18,000円（R$300.00）

その半分を支援していこうというプロジェクトです。

そのため現在、毎月約 18,000円（二人分）を

学資支援しています。支援方法は、

会員の支払い方法と同じです。（最後のページ参照）

但し、コメント欄に「学資支援」と書いて

いただけますよう、お願いいたします。


